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研究成果の概要（和文）： 
平成 20年学習指導要領社会で「世界についての学習」が拡充されたことを受けて、小中学校

における世界地誌学習を ESD（持続可能な開発のための教育）の観点から再構築することを目

的とし、国内外での世界地誌に関連する学習の実態調査、教科書等教材調査、教材開発のため

の調査研究を実施し、段階的な世界地誌学習のカリキュラムを検討するとともに、スウェーデ

ン等を事例とする世界地誌学習の教材開発を行い、その有効性を検討した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
Based upon the enhancement of “study on the world” in social studies through the 
curriculum reform in 2008, regional studies on the world should be restructured from the 
viewpoint of Education for Sustainable Development in elementary and junior high schools. 
In this connection, I developed materials for teaching world geography in Sweden as an 
example and discussed its usefulness, through the survey on current teaching of world 
geography and textbook contents and investigation for material development in Japan and 
other countries. 
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１．研究開始当初の背景 （１） 「世界についての学習」の充実と急



がれる教材開発 

平成 20 年中央教育審議会答申にお

いて社会科の改善として「世界」の学

習の拡充があげられた。続く学習指導

要領改訂で中学校社会科地理的分野

の目標に「世界の諸地域に関する地理

的認識」の文言が追加され、平成 10

年改訂で削除された世界地誌が内容

に再登場し、世界についての学習は質

量とも大幅に拡充が図られた。 

新設された「世界の諸地域」学習と

平成元年版までおかれていた地誌学

習との相違を明らかにし、新たな世界

地誌学習の具体的な理念と方法を提

示し、教材開発を行うことは、喫緊の

課題である。 

（２） ESD の視点からの世界地誌学習  

2002 年国連総会において「ESD（持続

可能な開発のための教育）の 10 年」

（2005～2014年）の決議が採択された。

あらゆる事象は地球上のいずれかの場

所、地域で生じているものであり、そ

の事象に対する理解・考察を深めてい

くには、その場所、地域に対する理解

が欠かせない。社会科における ESD は、

具体的な現実の題材を取り上げること

から始まることが重要であり、新たな

世界地誌学習は ESD の充実という点で

も重要性が増している。 

（３） 海外調査研究の意義 

諸外国においては、一般に世界地誌

（的）学習は小学校から高校まで行わ

れ、発達段階に応じた目標と内容構成

となっている。スウェーデンにおける

地誌学習は、開発教育の理念を発展さ

せた ESD としての側面が強く、同国の

教育を研究対象とする意義は高い。ま

た、ESD の視点からの世界地誌学習に

おいては、世界の地域レベルの事例教

材の開発が求められる。 

スウェーデンは、これまで公民分野

で環境、福祉、平等といった視点から

トピック的に取り上げられる程度であ

るけれども、同国をはじめとする北欧

諸国は持続可能な社会の形成の一つの

モデルとしての教材として適しており、

同地域を事例とする教材開発の意義は

高い。 

 

２．研究の目的 
   平成 20 年学習指導要領で「世界につ

いての学習」が拡充されたことを受けて、

小・中学校における世界地誌学習を ESD

（持続可能な開発のための教育）の視点

から再構築するために、本研究は、内外

における世界地誌学習に関する実態調

査、関連教科書等の調査をふまえ、世界

地誌学習の理念・内容を検討し、カリキ

ュラムの事例、教材の開発を行う。 
 
３．研究の方法 
 研究は国内調査と海外調査による。 
（１） 茨城県内小中学校における世界につ

いての学習に関する実態調査ならび

に教科書等教材における世界の取り

扱いの調査を行い、地誌学習のカリキ

ュラムのあり方を検討する。 

（２） この分野において先進的かつ特色あ

る取組の実績があるスウェーデンを

はじめとする海外での地理学習にお

ける世界の取り扱いに関する調査を

行い、地誌学習のカリキュラムのあり

方を検討する。 

（３） 現地での資料収集・地域調査をふま

え、ESDの観点からスウェーデン等を

事例に教材開発を行う。 

（４） （１）～（３）をふまえ、附属学校

等の協力を得ながら、世界地誌学習カ

リキュラムと開発教材の有効性につ

いて検討を進める。 
 

４．研究成果 

 研究の主な成果は以下の通りである。 

（１）  附属小中学校をはじめとする茨城

県内小中学校の協力を得て、児童生

徒の世界についての認識調査を行っ



た。 
その結果、児童生徒の学習に対す

る興味・関心の高低は、学習対象が

国内か世界かという地域による違い

よりも取り上げる題材によることが

明らかになった。したがっていわゆ

る同心円的拡大カリキュラムは必ず

しも適切とはいえない。また発達段

階に応じて興味・関心の対象は動物

や自然、同世代の子どもの生活など

から次第に社会、経済領域に拡大し、

またそれらの関連性に及ぶことが明

らかになった。 
 一方、教科書等教材調査や教師へ

の聞き取り調査から、中学校社会科

地理的分野の教科書は、総論的で具

体例が乏しく人々の生活がとらえに

くいこと、教師が従前の学習指導要

領における方法論重視の調べ学習か

ら脱却しきれず、学習者自らが世界

像を構築するための地誌学習への転

換ができていないこと、教師の世界

についての知識も乏しく、教科書に

頼るものの記述量が増えた教科書を

使いこなせない実態がみられる。 
（２） スウェーデン、イギリス、フィンラ

ンドでの地理学習における世界の取

り扱いについて、学習指導要領、教科

書等を収集し分析した。 
日本の教科書との違いとしては、教

科書は読み物的要素をもっており、写

真・図版は厳選されて数は必ずしも多

くないが、一つ一つが大きくインパク

トがある。各国ともに小学校からロー

カルなスケールでの世界の自然や

人々の生活をはじめとする諸事象を

取り上げ、段階的にスケールを広げた

事例も加えながら、継続して世界を取

り上げている。また ESD 的な視点を取

り入れ、日本に比べて自然地理的内容

の比重が高い。とくにフィンランドで

は地理は理科に属し、なかでも低学年

では生物との関わりが強い。 

（３） （１）（２）の成果をふまえ、世界地

誌カリキュラムとして次のような要

素を取り入れることが適当である。 
①  小学校中学年において日本と環境

等が大きく異なる地域の人々の具体

的な生活や動植物などについて、身

近な地域や自分たちの生活と比較し

ながら取り上げること。 
②  高学年においてはアジアやアフリ

カなどを中心に、可変的スケールで

地域の文化と自然に着目してとりあ

げること。 
③  中学校においてはＥＳＤの観点か

ら自然に加えて社会、経済的観点を

加えた地誌学習を導入すること。 
なお現行のカリキュラムでも、国

内の地域の事象を取り上げる際に、

国外の地域における同様の題材を

比較対象として取り上げるなどし

て、小学校段階から積極的に世界に

ついての学習を組み入れることは

可能である。 
（４） （１）～（３）の成果をふまえ、ス

ウェーデンやイギリスでの現地調査

をもとに、発達段階に応じた写真資

料や物語教材などの教材開発を進め

た。小学校中学年社会においては高

緯度冷帯の風土と動物、子どもたち

の日常生活、高学年においては季節

の行事、生活文化、中学社会におい

てはストックホルムなど持続可能な

都市づくりの事例としてその背景や

人々の生活の教材化を行った。また

百年前に国土理解読本として著され

た『ニルスのふしぎな旅』を物語教

材とし、同作品に描かれた地域を現

在と比較するなどして、地域性やそ

の変容の理解に効果を上げることを

示した。そのほかマレーシアなどの

教材化を進めた。 
（５）  以上をふまえ、附属中学校教諭や

委託生、学生等の協力を得て、提示

した地誌カリキュラム、地誌教材と



しての有効性を検討した。また大学

院生等の協力を得てモデル授業等を

構想するとともに、附属小学校で ESD

の視点を取り入れた社会科としての

授業化について検討した。 
ただし、実践的研究としての開発

教材やカリキュラム案の検証が不十

分であったことが反省点としてあげ

られる。今後、附属学校その他県内

の学校の協力を得て検証を進めると

ともに、モデル授業や教材の開発を

さらに行い、成果を公にして広くそ

の普及を図りたい。 
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